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一人暮らしの者は新型コロナウイルス流行下で 

メンタルヘルス不良が遷延している 

 
【概要】 
 ⽇本⼈男⼥ 2,400 ⼈を対象に 2020 年 2 ⽉〜2021 年 1 ⽉まで 5-6 週間隔で、繰り返し

インターネット調査を実施しました。 
 流⾏第 1 波の時期（2020 年 3 ⽉〜2020 年 5 ⽉）における市⺠のメンタルヘルスは、同

居者の有無に関わらず、全体的に悪化していました。 
 流⾏第 2 波以降では、同居者がいる市⺠のメンタルヘルスは徐々に改善しましたが、

独居者では、その後も約 1 年間メンタルヘルスの不良状態が持続していました。 
 
東京医科⼤学公衆衛⽣学分野の菊池宏幸らは、関東地⽅在住の 20-79 歳の男⼥ 2,400 ⼈

を対象に、新型コロナウイルス感染症アウトブレイク時における⼀般市⺠の予防に関する
考えと⾏動に関するインターネット調査を実施しました。その研究成果が 2022 年 4 ⽉ 16 
⽇に国際医学雑誌 Journal of Epidemiology オンライン版で発表されました。 

 
【研究内容の要約】 
 新型コロナウイルス感染症（以下、「新型コロナ」とする。）が世の中で危惧され始めた
2020 年２⽉下旬から、国内流⾏が続き再度緊急事態宣⾔が出された 2021 年 1 ⽉まで、5−
6 週間隔で、関東地⽅在住の 20 歳から 79 歳の男⼥ 2,400 ⼈にアンケート調査を⾏いまし
た。K6 という精神健康度を測定する質問紙 1 を⽤いて、重度のうつ・不安障害が疑われる
程度のメンタルヘルス不良（K6≥13 点）の有無を判定しました。 
 その結果、流⾏第 1 波のころ（2020 年 3〜5 ⽉）は、⼀般市⺠のメンタルヘルスは同居者
の有無に関わらず、全体的に悪化していました。⼀⽅、流⾏第２波以降（2020 年 6 ⽉〜2021
年 1 ⽉）では、同居者がいる者のメンタルヘルスは改善しましたが、独居者では不良状態が
⻑期間持続していました(図 1)。また、個⼈属性別に検討した結果、独居者の中でも、特に
⼥性、40-64 歳、就労者でよりメンタルヘルス不良の持続が顕著でした（図２）。 

我が国の政府統計では、新型コロナのパンデミック以降、⾃殺者数が増加したと報告され
ました（特に⼥性）2。このような深刻な事態を避けるためにも、独居者へのメンタルヘル
ス⽀援（例えば、孤⽴・孤独対策、オンラインでの⼼理療法の提供、等）が重要であると考
えられます。 
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図１. 新型コロナ患者数（棒グラフ）とメンタルヘルスの変化（折線グラフ） 

 

 

 

図 2. 個⼈要因別にみたメンタルヘルスが悪化するリスク 

 

 

 

基準 同居者あり 

独居 

2020 年 4 ⽉ 7 ⽇〜5 ⽉ 25 ⽇ 

緊急事態宣⾔（1 回⽬） 

2021 年 1 ⽉ 8 ⽇〜 

緊急事態宣⾔（2 回⽬） 

独居者のみで悪化 

＊基準に⽐べ、統計的有意差（p<0.05）をもって、メンタルヘルスが悪化したことを⽰す。 
 

(Kikuchi H et al, J Epidemiol, 2022) 

 

(Kikuchi H et al, J Epidemiol, 2022) 
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